
中
国
地
区

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

２
０
２
１
i
n
児
島

第
六
十
七
代　

理
事
長
予
定
者

下
原     　
將
貴          

内
定 

実
る
ほ
ど

　
こ
う
べ
を
垂
れ
る

　
　
　
　
稲
穂
か
な

座
右
の
銘

【
特　
報
】

２
０
２
２
度
理

事
長
予
定
者
が

総
会
の
結
果
、

全
会
一
致
で
下

原
將
貴
君
に
決

ま
り
ま
し
た
。

【
略　
歴
】

【 

氏 

名 

】

 　
下
原　
將
貴 　

（
し
も
は
ら 

ま
さ
た
か
）

【 

性 

別 

】 

男

【 

生
年
月
日 

】

　

 

１
９
８
２
年

（
昭
和
５
７
年
）　

　
７
月 

６
日

【 

会 

員 

N
o 

】

　

 

０
０
０
６
７
８

【 

勤 

務 

先 

】

 

株
式
会
社
シ
ョ
ウ

エ
イ 

常
務
取
締
役

【
J
C
歴
】

下
原
將
貴
君
は
２
０

０
９
年
に
入
会
し
て

以
来
、
事
業
を
担
う

委
員
会
を
中
心
に
研

修
、
出
向
を
通
し
て

多
く
の
経
験
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
は
会
員

研
修
委
員
会
の
委
員

長
と
し
て
新
会
員
を

意
欲
あ
ふ
れ
る
Ｊ
Ａ

Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
へ
と
導
き
、

２
０
２
０
年
は
６
５

周
年
特
別
委
員
会
の

理
事
副
委
員
長
と
し

て
節
目
に
お
け
る
事

業
の
計
画
・
立
案
に

尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
は
人
財
交
流
室

副
理
事
長
と
し
て
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
難

し
い
運
営
に
お
い
て

も
指
導
力
を
発
揮
し
、

岡
山
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
に
お
い
て
も
副
会

長
を
務
め
る
な
ど
、

Ｌ
Ｏ
Ｍ
だ
け
に
留
ま

ら
ず
県
内
青
年
会
議

所
の
メ
ン
バ
ー
と
も

熱
い
友
情
で
結
ば
れ

て
お
り
、
手
腕
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
て

い
ま
す
。

９
月
１
９
日
に
公
益
社
団
法
人
日
本
青

年
会
議
所
中
国
地
区
協
議
会　
「
中
国
地

区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
２
１
i
n
児

島
」
が
W
E
B
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

倉
敷
青
年
会
議
所
で
は
褒
章
事
業
、
地

域
青
少
年
部
門
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
２

０
２
０
年
度
に
行
っ
た
事
業
「
生
き
る
力

楽
習
カ
レ
ッ
ジ
『
理
解
村
』
」
に
て
優
秀

賞
を
獲
得
い
た
し
ま
し
た
。
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２
０
２
１
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
人
財
交
流
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
会
は
毎
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
会
の
設
営
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
互
礼
会
や

卒
業
生
送
別
会
の
他
、
衆
議
院
議
員
選

挙
岡
山
第
４
区
立
候
補
者
予
定
者
公
開

討
論
会
や
倉
敷
青
年
会
議
所
の
中
で
も

最
も
伝
統
あ
る
経
済
文
化
講
座
と
い
う

事
業
の
設
営
を
担
う
委
員
会
で
す
。

２
０
２
１
年
度
は
主
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
関

し
て
多
く
の
人
に
認
知
、
理
解
し
て
い

た
だ
く
事
を
目
的
と
し
日
々
邁
進
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
脅
威
は
衰
え
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
そ
ん
な
時
こ
そ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
を
理
解
し
実
践
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
人
一
人
の
力
で
は
難
し
い
目
標
で
も

何
人
も
の
同
志
が
集
ま
る
こ
と
で
可
能

に
出
来
る
目
標
は
多
々
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
下
を
向
い
て
い
て

も
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
力

を
合
わ
せ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目

標
を
達
成
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
！

次
回
コ
ラ
ム
は
総
務
委
員
会

城
市
　
哲
彰
　
委
員
長
で
す
。

「
自
分
が
考
え
る
委
員
長
」

彩
あ
ふ
れ
る
人
財
交
流
委
員
会

理
事
委
員
長　
佐
々
木
有
介

委
員
長
コ
ラ
ム

第
８
６
回
倉
敷
経
済
文
化
講
座

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
活
動

〜
私
た
ち
一
人
一
人
の
行
動
が
未
来
に
繋
が
る
〜

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

開
催
予
定

※

２
０
２
１
年
１
１
月
２
８
日
（
日
）

昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り
倉
敷
市
も
例
外
で
は
無
く

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
変
わ
り
ゆ
く
時
代
、
環
境

の
中
で
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
良
く
す
る
為
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
正
し
く
理

解
し
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
知
識
や
方
法
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
第
一
部
の
講
演
は
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
を
行

い
、
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
並
び
に

後
日
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
を
行
い
ま
す
。

Ｊｕｎｉｏｒ Ｃｈａｍｂｅｒ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
公益社団法人 倉敷青年会議所

新入会員募集中！！２０歳～３６歳
全ての人が幸せを感じる持続可能な郷土と世界の発展を目指す

「まちづくり運動」
自由な選択と学びのもと能動的に行動できる人を育てる

「ひとづくり運動」
夢や希望にあふれたくましく生き抜く子どもへ導く

「青少年育成運動」
これらの運動を共に行える青年経済人を募集しております。

活動内容は左記ＱＲにてご覧ください。

H P

Facebook

Instagram
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２
０
２
１
年
度

後
期
入
会
新
会
員

オ
リ
エ
ン
テ
｜
シ
ョ
ン

７
月
８
日
に
２
０
２
１
年
度
後
期
入
会

新
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
三
木
浩
一
郎
先

輩
に
「
信
念
」
と
い
う
演
題
で
青
年
会

議
所
と
仕
事
の
関
わ
り
方
を
テ
ー
マ
に

お
話
頂
き
ま
し
た
。
後
の
３
分
間
ス
ピ

ー
チ
で
は
必
死
に
言
葉
を
探
す
姿
に
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。

W
E
B
開
催

配信動画は
こちらから

第一部（
岸
博
幸
氏
に
よ
る
講
演
会
）

第
二
部『
今
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
」

（
パ
ネ
ル
ディ
ス
カ
ッ
シ
ョン
形
式
）

出
演
者

株
式
会
社 

あ
り
が
と
う
フ
ァ
ー
ム

服
部
興
業 

株
式
会
社

倉
敷
市
立
精
思
高
校

倉
敷
市
役
所

公
益
社
団
法
人 

倉
敷
青
年
会
議
所


